
1. はじめに

根室市水産研究所では、ハナサキガニの成体や

その幼生の生活環境を把握するため、根室市太平

洋岸、落石半島西の三里浜にある試験操業地に、

水深5mから60mに至る8点の測点を設けて、

2005年12月28日から2009年5月13日の間、

周年にわたる底層水温の観測を行った。また、各

測点において、この期間中に 17回にわたって

STDを用いた水温・塩分の鉛直分布を測定した。

この観測結果をもとにして三里浜沖における水温
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Abstract:TheNemuroCityFisheriesResearchInstituteinstalledbottomtemperaturesensors

offSanri-hamaBeach,Nemuroininordertoknowseasonalvariationsofenvironmentalcir-

cumstanceofHanasakicrabs.8stationsweresetalongastraightlineextendedtowardsoff-

shore.Thedepthsofstationsare5mthrough60m.TheobservationsweremadefromDecember

28,2005throughMay13,2009.Inthepreviouspaper（Nagaseetal.,2010）showedthattem-

peratureandsalinityprofileshaveusuallyverticallyhomogeneousbothinsummerandinwin-

terseasons.Thetemperaturedecreasesfrom shoretooffshoreinsummerseason,andit

increasesinwinterseason.Thesetrendsappeartoextendintotemperaturestructureinthe

EastHokkaidoCoastalCurrent（theCoastalOyashioinwinterseasonandtheEastHokkaido

WarmCurrentinwinterseason）.ByusingtheresultsofSTDobservationwhichwereobtained

17timesduringtheobservation.Incontrasttotemperaturegradients,salinitygradientsinthe

nearshoreregionareoppositetothoseinsidetheEastHokkaidoCoastalCurrent:salinityin-

creasestowardoffshoreinsummerseason,anditdecreasesinwinterseason.Thiswouldbeex-

plainedbysupplyoffreshlandwaterwasbroughtfromoffshoreintotheregioninsummer

season.Inwinterseason,thefresherOyashioWater,originatedfromtheseaareaofftheKruil

Islands,wouldbebroughtintothenearshoreregionfromoffshore.Weexaminedtheseasonal

variationofwatertypeofthe50mdepthatthemostoffshoreobservationstationSt.8，and

comparedwiththatoftheEastHokkaidoCoastalCurrentWater.Thewaterisalmostidenti-

caltothatintheEastHokkaidoCoastalCurrentWaterat50mdepth,butsometendencythat

thephaseoftheseasonalvariationinnearshoreregionadvancestothatoftheheEastHok-

kaidoCoastalCurrentWater
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構造の季節変化特性を調べ、その結果を長瀬ら

（2010）が発表した（以後、前論文と呼ぶ）。その

結果によると、「夏季」においては、水温は沖方

向に移るにしたがって低下し、「冬季」には沖に

移るにしたがって上昇する傾向があることが明ら

かにされた。この傾向は、沖合の道東沿岸流

（「夏季」の道東暖流、「冬季」での沿岸親潮）の

内部での水温の水平勾配につながっていると考え

られる。前論文では塩分構造や密度構造の季節変

化についてはほとんど触れなかったが、本論文で

は、STD観測の資料をもとにして、塩分・密度

場の季節変化を論じる。また、最も沖合の60m

深の測点（St.8）の50mの水温・塩分値を用い

て、沖合の道東沿岸流水の水系の季節変化との比

較を行う。

2．観測地点と観測機器

STD観測の位置（前論文で論じた海底水温の

連続測定位置と同じ）と、ハナサキガニ試験操業

地付近の水深図をFig.1に示す。観測点は、落

石岬西の三里浜から南に延びる線上に配置されて

いる。一番岸よりの水深5mのところにSt.1が

設けられ、St.2以下St.8までの測点は、それ

ぞれ水深10m、15m、20m、30m、40m、50m、

60mのところに設けられている。この海域では

西向流が卓越することが知られており、St.1か

らSt.4までは落石岬による流れの影の部分にあ

り、前論文で見たようにSt.5より沖の測点とは

若干海況特性が異なっている。使用したSTDは

AlexElectronicsCo.製の STD（ATS200-PK）

である。STD観測は、連続海底水温記録の回収、

再設置等の作業に際して実施したので、必ずしも

規則的に行われていないが、ほぼ周年的な観測を

行うことができた。観測は2007年5月から2009

年2月の間に17回行ったが、その実施日をTa-

ble1に示す。便宜上、観測を実施日の順に、1

から17の観測番号を付けている。なお、Table

で日付につけた英文字は、水温が沖に向かって低

下する傾向を示す「夏季」型をS、水温が沖に向

かって上昇する「冬季」型をWで、どちらとも

言えない場合をXで示してある（前論文参照）。

以下では「夏季」の場合、「冬季」の場合、それ

以外の場合の順に、塩分構造と密度構造を見るこ

とにする。

3.「夏季」の塩分・密度構造

水温が沖に向かって低下していく傾向を持つ

「夏季」の観測は、観測番号1～3と8～13の9回

であり、5月初めから10月末までの期間に限ら

れている。この9回の観測時の塩分・密度（σ）

の鉛直分布をFig.2a、b、cに示す。左の欄に塩

分分布を、右の欄に密度分布を示す。深さは下向

きに0mから61mを取っており、塩分について

は分布形状を見易くするため図毎に目盛を変えて

いる。Fig.2については塩分の目盛り線の間隔は

0.2である。密度についてはFig.2では横軸は全

てに共通に24.0から26.5までの範囲を取ってあ

り、目盛り線の間隔は0.5である。図には、季節

的変化を見易くするため年を無視して日付順に並

べてある。測点の区別は、沖合の4点は太線で、

岸よりの4点を細線で示し、それぞれについて、

最も沖の点St.8、St.4を実線で、次の点St.7

とSt.3を点線で、St.6とSt.2を破線で、St.5

とSt.1を一点鎖線で示してある。これは前論文

での水温分布に用いたものと同様である。水温の

鉛直分布については前論文のFig.9、Fig.11、

Fig.12を参照されたい。
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Fig.1.Positionsof8STDobservationstationsoff
Sanri-hamaBeach,NemuroCity.Thestations
arealignedalongalineextendingsouthward.
WaterdepthsatstationsfromSt.1throughSt.
8are5m,10m,15m,20m,30m,40m,50m,and
60m,respectively.Bottomcontoursareshownat
intervalof1m.Thehorizontalscaleisgivenat
lowerrightcorner.



3-1 塩分構造

前論文（長瀬ら、2010）が示したように、「夏

季」においては、水温は表層部分を除けば鉛直方

向にほぼ等温であり、その温度は沖に向かうほど

低くなる。この沖に向かう水温降下は、必ずしも

単調ではなく、何点かがほぼ同じ温度のグループ

を作ることがあり、時には局所的に測点間で逆転

を起こすこともある。Fig.2に示された塩分の鉛

直分布は、水温の鉛直分布に比べ、ジグザグした

短波長の変動がより目立つ。しかし、後で述べる

密度の鉛直プロファイルでは短波長の変動は目立

たなくなる。これは水温の高い「夏季」では、密

度に対する効果が、塩分より水温の方が効いてく

ることのためであろう。また、「夏季」では表層

に水温躍層が発達するが、これに伴って塩分躍層

もみられる。この塩分躍層の深さは、一般に水温

躍層の深さに比べ、より深くまで達している場合

が多い。しかし、塩分躍層より下では、プロファ

イルに塩分一様層が見られる。水温構造で見たよ

うに、塩分一様層の塩分値の沖方向の変化を見る

と、「夏季」の分布では一般に沖方向に増大して

いることが分かる。

塩分構造は、「夏季」期間中にも、顕著な季節

的変動を示す。5月から6月にかけては、岸より

の5点と沖側の3点の分布が、それぞれにグルー

プを形作っており、沖側の方が高塩分になってい

る。7月の末ごろの分布は塩分躍層下端の深度が

深くなる傾向を示すが、特に2008年7月31日の

場合、水温躍層の深さが10m程度であるのに対

して、沖の St.7と St.8では、塩分値が深さ

40mに至るまで緩やかに増大している。恐らく、

この厚い表層低塩分層は、この時期に道東沖の海

域に広く現れる高温・低塩分表層水（永田ら、

2009a）の出現に対応するものであろう。しかし、

沖合に見られる高温・低塩分表層水は8～10月に

最も強勢となるから、沖合よりも先行して現れる

ようである。8月末の構造では、緩やかに深度と

ともに塩分が増大する層はほとんど消滅し、プロ

ファイルが沿直に走る部分が目立つようになる。

しかし、沖に向かうほど塩分値が高くなる傾向は

やはり明確に認められる。2007年10月1日の構

造は、2008年8月の構造に似ているが、2008年

9月26日の構造は各地点とも、等塩分層が発達

している。沖に向かう塩分の増大傾向はやはり、

認められる。2008年10月29日の塩分構造には

大きな短波長の振動が見られ、「夏季」の終末期

を示しているように思われる。沖への塩分増大傾

向は非常に見難くなっているが、全体としてその

傾向は保存されている。

このように「夏季」の期間の塩分構造は、季節

による若干の相違はあるものの、「夏季」を通し

て塩分が沖に向かって増大する傾向は明らかに見

られる。前論文で、水温の沖方向の低下が沖合の

道東暖流の水温の水平勾配につながっていること

を述べた。しかし、道東暖流は岸沿いに高温・高

塩分の水が存在することから定義付けられている

ように、その内部では沖向きに塩分が減少してい

る。したがって、三里浜沖と、道東暖流内での塩

分の水平勾配の向きが逆になっている。おそらく、

極沿岸部では、「夏季」において陸水の影響を強

三里浜沖海況の季節変化 89

Table1DatesofSTDobservations.Observationdateisgivenintheboxcorrespondingtoyearcolumnandto
monthrow.Serialobservationnumbersaregiveninthecolumn・No.・.Inthepreviouspaper,wedefined
・summerstate・thattemperaturetendstodecreasefrominshoretooffshore,and・winterstate・thatthetem-
peraturetendstoincreasefrominshoretooffshore.ThesestatesareindicatedindatecolumnwithcapitalsS
（summerstate）,W（winterstate）,andX（theothers）,respectively.

No. 2007 No. 2008 No. 2009

January 5 30W 16 29X

February 17 26W

Mach

April 6 3X

7 30X

May 1 29S 8 28S

June 9 27S

July 2 28S 10 31S

August 11 28S

September 12 26S

October 3 1S 13 29S

November 14 26W

December 4 1W 15 29W
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Fig.2a.Verticalsalinity（leftcolumn）anddensity（rightcolumn）profilesmeasuredwithSTDin・summer
season・.Thincurvesindicate4inshorestations（dottedanddashedlinesareusedforSt.1,dashedlinesfor
St.2,dottedlinesforSt.3andfulllinesforSt.4）.Thickcurvesindicate4offshorestations（dottedand
dashedlinesforSt.5,dashedlinesforSt.6,dottedlinesforSt.7,andfulllinesforSt.8.Depthrangeis
takenfrom0mto61m,anddensityrangefrom24.0to26.5.Theupperfiguresshowtheprofilesmeasured
onMay28,2008（observationNo.8）,andthesalinityrangeistakenfrom32.4to32.9inthisfigure.The
middlefiguresshowtheprofilesmeasuredonMay29,2007（observationNo.1）,andthesalinityrangeis
takenfrom32.1to32.9.ThelowerfiguresshowtheprofilesmeasuredonJune27,2008（observationNo.9）,
andthesalinityrangeistakenfrom32.4to33.2.
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Fig.2b.SameasinFig.2a,exceptforobservationdates.TheupperfiguresshowtheprofilesmeasuredonJuly
28,2007（observationNo.2）,andthesalinityrangeistakenfrom32.2to33.4.Themiddlefiguresshowthe
profilesmeasuredonJuly31,2008（observationNo.10）,andthesalinityrangeistakenfrom32.4to33.6.
ThelowerfiguresshowtheprofilesmeasuredonAugust28,2008（observationNo.9）,andthesalinityrange
istakenfrom32.8to33.7.
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Fig.2c.SameasinFig.2a,exceptforobservationdates.TheupperfiguresshowtheprofilesmeasuredonSep-
tember26,2008（observationNo.12）,andthesalinityrangeistakenfrom33.0to33.7.Themiddlefigures
showtheprofilesmeasuredonOctober1,2007（observationNo.3）,andthesalinityrangeistakenfrom33.2
to33.6.ThelowerfiguresshowtheprofilesmeasuredonOctober29,2008（observationNo.13）,andthesa-
linityrangeistakenfrom33.2to33.5.
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Fig.3a.Verticalsalinity（leftcolumn）anddensity（rightcolumn）profilesmeasuredwithSTDin・wintersea-
son・.Thincurvesindicate4inshorestations（dottedanddashedlinesareusedforSt.1,dashedlinesforSt.
2,dottedlinesforSt.3andfulllinesforSt.4）.Thickcurvesindicate4offshorestations（dottedanddashed
linesforSt.5,dashedlinesforSt.6,dottedlinesforSt.7,andfulllinesforSt.8）.Depthrangeistakenfrom
0mto61m,anddensityrangefrom26.0to26.5.TheupperfiguresshowtheprofilesmeasuredonNovember
26,2008（observationNo.14）,andthesalinityrangeistakenfrom33.4to33.7.Themiddlefiguresshowthe
profilesmeasuredonDecember1,2007（observationNo.4）,andthesalinityrangeistakenfrom33.3to33.6.
ThelowerfiguresshowtheprofilesmeasuredonDecember29,2008（observationNo.15）,andthesalinity
rangeistakenfrom32.9to33.2.
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Fig.3b.SameasinFig.3a,exceptforobservationdates.TheupperfiguresshowtheprofilesmeasuredonJanu-
ary29,2009（observationNo.16）,andthesalinityrangeistakenfrom32.4to32.8.Themiddlefiguresshow
theprofilesmeasuredonJanuary30,2008（observationNo.10）,andthesalinityrangeistakenfrom32.3
to32.6.ThelowerfiguresshowtheprofilesmeasuredonFebruary26,2009（observationNo.17）,andthesa-
linityrangeistakenfrom32.5to32.7.



く受けていて、塩分が薄められているためであろ

う。

3-2 密度構造

密度（σ）構造で、先ず気付くのは、塩分構造

に見られるような、プロファイルに現れる短波長

のジグザク形状が弱められ、場合によってはほと

んど姿を消すことである。このことは、短波長の

ジグザク形状について、水温・塩分のそれぞれの

密度に対する効果が打ち消し合っている場合もあ

るようであるが、水温の高い「夏季」では、密度

が塩分よりも水温構造により支配されているため

と考えられる。しかし、短波長成分を除くと、密

度構造は、一般に水温構造よりも塩分構造により

よく似ている。亜寒帯海域の海では、水温よりも

塩分の方がより密度の決定要因となっていること

がここにも現れている。

5月から9月に至る期間の塩分・密度の両プロ

ファイルを見ると、岸側の5点と沖側の3点のそ

れぞれが、グループを作っているように見える。

卓越する西向流の落石半島の陰にある岸側4点と、

かなり沖にあるSt.5が、このように長期にわたっ

て同じような性質を持つ原因は分からない。この

時期、落石岬より東方のこの時期の卓越流が等深

線に沿う形で西向きというよりは南西方向に流れ

ていて、St.5が落石岬の陰になる状態が続いて

いたのかもしれない。

塩分構造が複雑な形になっている2008年10月

29日は「夏季」の終末期にあたるかも知れない。

しかし、密度構造を見ると明らかに沖向きに増大

している。後で述べるように、「冬季」の三里浜

沖での密度は沖向きに減少する傾向を示すから、

10月29日は「夏季」の様相を示していたと言え

る。

4.「冬季」の塩分・密度構造

水温が沖に向かって上昇していく傾向を持つ

「冬季」の観測は、観測番号 4と14～15および

17の4回であり、11月から2月までの期間に限

られている。2009年1月の状況は前論文で論じ

たようにかなり特殊であるが、1月は通常は「冬

季」であるので比較のため、この節で論じること

にする。「冬季」の観測は、2009年1月のものを

含めて6回ある。これらの塩分・密度の鉛直分布

をFig.3aとFig.3bに示す。プロットの仕方は

「夏季」の場合と同じであるが、示されている塩

分の範囲は狭くなっており、それに応じて塩分の

目盛り線は0.1間隔に引いてある。密度（σ）範

囲も26.0～26.5であり、「夏季」のFig.2の場合

に比べると5倍に拡大している。図の配列は、年

を無視して、11月を最初に日付順に並べてある。

2008年 11月 26日の構造（Fig.3a上段）は

「冬季」の典型的なものと考えられる。塩分は沖

に向かって減少する傾向を示し、密度では単調に

沖に向かって減少している。2007年12月1日に

取られたプロファイル（Fig.3a中段）では、塩

分の沖向きの減少は明確ではないが、岸側の5測

点（St.1～St.5）の塩分は、沖側の3測点（St.

6～St.8）の塩分より高い。この岸側の測点と沖

側の測点の塩分の違いは、密度により明確に現れ

ており、岸側の5測点の密度は沖側の3測点に比

べ明確に高く、岸側の5測点については岸に近づ

くに従って単調に密度が増大している。2008年

12月29日の密度構造（Fig.3a下段）は、2007

年12月1日の密度構造によく似ており、似た構

造が塩分についても現れている。このような塩分・

密度が沖に向かって減少していく傾向は、2008

年1月30日の構造（Fig.3b中段）では若干弱

まっているものの、明らかに認められる。この

「冬季」においても、水温（前論文）や塩分のプ

ロファイルよりも、密度のプロファイルの方が短

波長の波動が目立たなくなっている。

2009年1月29日と2009年2月9日の水温構

造は前論文に論じたように典型的な「冬季」の構

造特性を示しているとは言えない。2月9日につ

いては水温分布（前論文Fig.12下段右）で見る

限り「冬季」の特性を示しているが、1月29日

の水温構造（前論文Fig.12下段中央）は「冬季」

の特性と「夏季」の特性が入り混じって現れてい

る。Fig.3bの塩分・密度構造では、逆に1月29

日（Fig.3b上段）ではほぼ「冬季」の特性が現

れているが、2月9日の構造（Fig.3b下段）で

は「冬季」の特性が見られない。明確な結論を得

るには観測例が少なすぎるが、2008年1月30日

の構造においても、「冬季」の特性が11～12月の

観測例（Fig.3a）に比べて弱まっていることか

ら考えて、沿岸域では1月以降には「冬季」が終

末期に入ることを示唆しているように思われる。

1月～2月は沿岸親潮の最盛期であるから、これ

が事実であるならば、沿岸域の海象が沖合の海象

に約3か月先行するという前論文の結論を支持す

るものである。

このように、水温が沖に向かって上昇する傾向

を持つ「冬季」においては、塩分は沖に向かって

減少し、密度も沖に向かって減少する傾向がある

ことが示された。

5.沖合の道東沿岸流域の構造との関係

永田ら（2009a、2009b）は、沖合を流れる道

東沿岸流が、年の前半には岸に沿って低温・低塩

分の水からなる沿岸親潮として存在し、年の後半
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には岸に沿って高温・高塩分の水からなる道東暖

流として存在することを示している。彼らの求め

た水塊構造の季節変化によると、沿岸親潮の場合

には密度構造は主として塩分構造によって決まり、

道東暖流の場合には水温構造によって決まり、共

に密度は沖合に向かって増大する。 日下ら

（2009）の繋留測流観測の結果では、一年を通し

て道東沿岸流の流れは岸沿いに南西に流れている

ことが示されていて、道東沿岸流は地衡流的なバ

ランスを伴う流れであることが分かる。

前節で得られた三里浜沖沿岸域での水温・塩分・

密度の沖向きの勾配と、道東沿岸流域のそれぞれ

の勾配とを比較したのがTable2である。この表

で、勾配については沖向きに増大（increase）す

るか、減少（decrease）するかを示しおり、+、－

の符号は密度の勾配への寄与の方向性を示してい

る。水温の特性を中心に論じた前論文においては、

水温の水平勾配の向きが両海域で一致することか

ら、三里浜沖と道東沿岸流との連続性に注目した。

しかし、塩分・密度の水平勾配に関しては連続性

は認めることは出来ない。

三里浜沖と道東海流域の主要な違いは、塩分の

水平勾配の向きが反対であることである。「夏季」

の沿岸域では岸近傍では陸水の流入の影響のため

岸近くの海水の塩分が薄められるため沖方向に塩

分が増大すると考えるのが自然であろう。一方、

「冬季」では、岸近くの海水の塩分が沖側より高

くなっている。永田ら（2009a、2009b）は、沿

岸親潮の起源の水が、根室水道や国後・択捉島の

東方の三角水域を通って供給されることはありえ

ないことを示唆している。そうであるならば、沿

岸親潮の低塩分水は、クリル列島の東側を通って

供給されるはずである。三里浜沖のような極沿岸

海域に注目するならば、低塩分水は沖から供給さ

れることになるために、沖側の塩分が薄くなって

いると考えられることになる。このことは、2007

年 12月 1日の密度構造（Fig.3中段右）、2008

年12月29日の塩分・密度構造（Fig.3a下段）

において、沖向きの高塩分化、沖向き低密度化が、

主として沿岸の4測点で顕著に見られることから

も類推される。現在利用出来る資料は極めて限ら

れているため、明確な結論を出すことは難しいが、

今後道東沿岸流の水の起源を求め研究において、

ここに述べた仮説は十分考慮されるべきであると

考える。

6.2008年4月における塩分・密度構造

前論文で論じたように2008年3月初めに大量

の流氷が根室水道を通って太平洋に流出し、釧路

周辺の海岸に大量の海氷が漂着した。三里浜でも

3月3日に回遊してきた流氷によってSt.5～St.

8の4測点の底層水温計測システムが流失した。

その復旧作業が4月3日に行われたが、その際に

実施したSTD観測の結果水温プロファイルに、

水深30m付近に非常にシャープな水温躍層が観

測された（前論文Fig.11上段左）。この躍層が

最も発達していた St.7では、31m深で水温が

0.08℃（塩分32.25）であったものが、32m深で

は水温－0.11℃（塩分32.41）になっていた。こ

の躍層より上部の水は、その低塩分性から大量に

流出してきた流氷の溶融水であると推定された。

ただし、この水の水温は躍層より下の水よりは水

温は高く、この時期の流氷の溶融水ではそれほど

低温な水は作り出せないと考えられる。なお、4

月30日に次のSTD観測が行われているが、こ

の時には、躍層は十数mの厚さを持ち、緩やか

な形になっていた。しかし、躍層の水温の値は

1.0～2.6℃と著しく上昇しており（前論文のFig.

11上段中）、4月初めの躍層がこの時まで維持さ

れていたかの判断は留保されている。

この4月3日（上）と4月30日（下）に観測

された塩分（左）と密度構造（右）を、Fig.4に

示す。4月3日には塩分、密度のプロファイルに

明確なステップ構造が現れており、低塩分・低密

度の流氷溶融水と考えられる水に表層が覆われて

いる。また、4月30日には、ステップ構造がな

らされて、緩やかな勾配に置き換えられているが、

4月3日のステップ構造の名残が認められる。水

温構造の場合と異なり、勾配の大きな部分の塩分・

密度の値が、やや範囲を広げているものの、4月

Lamer48,201096

Table2Comparisonofhorizontaltemperature,salinityanddensity（σ）betweenintheEastHokkaidoCoastal
CurrentzoneandintheseaoffSanri-hamaBeach.“increase”or“decrease”showstrendtowardsoffshore.
Theattachedsymbols＋ and?indicatesensetoincreaseandtodecreasedensity,respectively.

“summer”

temperature decrease＋
EastHokkaido
WarmCurrent

temperature decrease＋

salinity increase＋ salinity decrease－

density increase＋ density increase＋

“winter”

temperature increase－

CoastalOyashio

temperature increase－

salinity decrease－ salinity increase＋

density decrease－ density increase＋



3日の値とほぼ同じ値に保たれている。表層の水

温が4月の昇温期に上昇しても、塩分が保持され

ていると考えれば、流氷溶融水が4月末まで存在

したことになる。水温の低い時期には、海水の密

度は主として塩分に寄って決まるという亜寒帯域

の特徴がここにも現れている。

7.三里浜沖の水塊特性の季節変化

永田ら（2009a）は、道東沿岸流の水塊特性の

季節変化を論ずるには、50m層の水温・塩分に

注目するのが、最適であることを示し、この結果

を利用して永田ら（2009b）は道東沿岸流の水塊

の季節変化を論じた。三里浜の観測点の沖合の

St.7と St.8での STD観測は 50m深ないしは

それ以上まで実施されている。その、50m深の

資料を用いて、道東沿岸流の水塊特性と比較して

みよう。

永田ら（2009b）によると、道東沿岸流の水塊

特性は大きな季節変化を示す。各月におけるTS

図上での水型の分布範囲は、水温・塩分の双方の

断面図に岸沿いに道東暖流あるいは沿岸親潮の構

造が現れる場合（ケース1）と、いずれか片方の

断面に現れる場合（ケース2）、両者ともに現れ

ない場合（ケース3）とで互いに重なっており、

違いはそれほど目立たない。もちろん道東沿岸流

が明確に現れる場合の方が、道東暖流の場合には
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Fig.4.SameasinFig.2a,exceptfortheobservationsconductedinApril,2008.Thedensityrangeistakenfrom
25.0to26.5.TheupperfiguresshowtheprofilesmeasuredonApril3,2008（observationNo.6）,andthesa-
linityrangeistakenfrom32.2to33.4.ThemiddlefiguresshowtheprofilesmeasuredonApril30,2008（ob-
servationNo.6）,andthesalinityrangeistakenfrom 32.4to33.6.Thelowerfiguresshowtheprofiles
measuredonAugust28,2008（observationNo.7）,andthesalinityrangeistakenfrom32.0to33.2
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Fig.5.ScatterdiagramsofwatertypesonTSsurfaceoftheEastHokkaidoCoastalCurrentWater（Nagataet
al.,2009b）andofthewaterat50mdepthatSt.8.Solidcircles（●）indicatethecase（1）whencoldandfresh
waterbelt（theCoastalOyashio）canbeseenalongcoastonbothoftemperatureandsalinitycross-sections,
andopentriangles（△）thecase（3）whenthesewaterbeltcannotseenonbothofcross-sectionsforthepe-
riodoftheCoastalOyashio（February,AprilandJune）.Soliddiamonds（◆）indicatethecase（1）when
warmandsalinewaterbelt（theEastHokkaioWarmCurrent）canbeseenalongcoastonbothoftempera-
tureandsalinitycross-sections,andopentriangles（△）thecase（3）whenthesewaterbeltcannotseenon
bothofcross-sectionsfortheperiodoftheEastHokkaidoWarmCurrent（August,OctoberandDecember）.
InDecember,freshwaterbeltcanbesometimesseen,watertypesofsuchwaterisshownwithopencircle
（○）inscatterdiagramofDecember.Watertypesofthewaterat50mdepthatSt.8areshownwithnumer-
als.NumberindicatestheobservationnumbershowninTable1.Nagataetal.（2009b）usedbimonthlydata
obtainedtheHokkaidoNemurobyFisheriesExperimentStation.ThedataatSt.8areplottedinfigureof
thenearestmonthiftheyarenotobservedinFebruary,April,June,August,OctoberorDecember.



比較的高温・高塩分側に分布し、沿岸親潮が現れ

る場合の方が比較的低温・低塩分側に分布する。

その結果をFig.5にまとめて示すが、ケース1

を黒丸または黒四角で示して、ケース3を白三角

で示してある。12月については、時として沿岸

親潮に似た断面が（特に塩分断面に）現れるが、

その水型を白丸で示してある。Fig.5には、STD

観測で得られた St.8の 50m深の水型を合わせ

てプロットしてある。50m深の資料は、St.7に

おいても得られているが、St.8の値とほとんど

同じであるので、St.8の資料のみを示す。St.8

の50m深の水型は数字で示してあるが、この数

字は Table1に示した観測番号を表している。

各数字の中央の点が水型のデータ点である。全般

的に見て、St.8の50m深の水の水型は、道東沿

岸流の水型の分布域、それも水温・塩分の断面分

布両方に構造の現れるケース1の分布域の中か、

その近傍に現れており、道東沿岸流とほぼ同じ水

型の水であることが分かる。

以下、各月の分布特性について若干の考察を行っ

て見よう。

（1）2月の所にプロットした観測番号 16と 17

は、いずれも2009年に取られたものである。前

論文で指摘したように2009年の「冬季」は、他

の年に比べて、やや異なった様相を示しているが、

少なくとも St.8の 50m深の水の水型に関して

は、沿岸親潮の水型と同じである。

（2）4月の観測番号6と7の水型は、沿岸親潮

の水型と一致する。この時流氷溶融水と思われる

低塩分水が30m以浅の表層に認められているが

（前論文6章）、50m層はステップ構造より十分

深く、沖合の沿岸親潮の水型と同じ性質を持つこ

とは自然である。溶融水が周辺の沿岸親潮水とか

なり違った性質を持っていたことが分かるが、こ

のことは少なくとも3～4月には溶融水がそれほ

ど冷たい水を作りえないことを示している。

（3）6月の図にプロットした観測番号9の水型、

8月にプロッロした観測番号11の水型は、道東

沿岸流の水型の分布域からかなり外れている。し

かし、6月～8月、あるいは8月～10月の間で、

道東沿岸流の水型の範囲が大きく変化している。

もし、三里浜海域の現象が、沖合より約3ヶ月先

行しているという前論文の結論を考慮すれば、こ

れらのデータは、それぞれ8月あるいは10月に

プロットするべきかもすれない。そうすれば、こ

れらの水型は道東沿岸流の水型の分布域の中に含

まれることになる。

（4）12月は道東暖流の季節と考えられるが、断

面には沿岸親潮に似た構造が現れることがある。

St.8の50m深の水の水型が、道東暖流の水型の

直線状の分布域の低塩分側あるいは高塩分側の延

長線上に現れるのは興味深い。限られた資料から

何らかの結論を得ることはできないが、今後検討

すべき事柄である。

8. おわりに

前論文（長瀬ら、2010）では、底層水温の連続

測定の結果と17回のSTDの観測の結果から、

三里浜沖の水温構造の季節変化特性を論じた。こ

の論文では、STD観測資料から、塩分および密

度構造の季節変化を検討し、前論文で得られた結

論の補強ないしは再検討を行ったものである。前

論文では、水温の沖向きの変化は、沖合の道東沿

岸流の内部構造にそのまま繋がって行くことを強

調したが、塩分の沖向きの変化は、沖合とは逆向

きになっていることが示された。しかし、この現

象は、道東暖流の時期である「夏季」においては

陸水の流入のために、岸近くでは塩分が低下して

おり、沿岸親潮の時期である「冬季」では、親潮

水が根室水道や三角領域から供給されるのではな

く、クリル列島の東岸沖からの供給であることか

ら、むしろ沖側で低塩分化が起こっていると解釈

することが出来る。この論文では、また、一番沖

の St.8の 50m深の水の水型の季節変化を道東

沿岸流水の水型のそれとの比較を行った。若干の

岸側の位相の先行現象を考慮すれば、St.8の

50m深の水の水型は、明確な断面構造をともなっ

た場合の道東沿岸流の水型にほぼ一致する。

その他の点では、本論文での結論は、前論文の

結論を補強する形になっている。ただ、水温や塩

分の鉛直プロファイルに現れる短波長の振動が、

密度の鉛直プロファイルがよりスムーズになり、

季節変化がより見易くなっている。STD観測は

17回しか行えなかったが、将来の観測では、塩

分の連続観測や、より頻繁なSTDないしはCTD

による観測が望まれる。また、現在、利用できる

測流資料が非常に少ない。ADCP等による直接

測流資料の収集が緊急の課題である。なお、本研

究は、根室市水産研究所とロシアのサフニロ

（SakhNIRO）研究所との共同研究ハナサキ・プ

ロジェクトの一環として実施されたものである。
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